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令和７年度 事 業 報 告 

 

【特別養護老人ホーム 桃山台ホーム】 

【桃山台ホームショートステイサービス】 

 

＜介護職員＞ 

１．基本方針 

 〔２ 階〕 

・ 認知症のご入居者が多い中で、一人ひとりの思いに寄り添い、表情やしぐさから思

いをくみ取る関わりを意識してきた。グループ目標にも取り入れ、笑顔を引き出す

コミュニケーションについては一定の成果が見られた一方で、忙しさ、人員不足か

ら十分に関われない場面もあり、対応に差が出ることが課題として残った。 

また、用具の活用や複数介助も、曜日によって職員 1人にかかる負担が大きく、1

人で介助せざるを得ない場面が多くあった。誰もが安心・安全に介助出来る体制作

りについては今後さらに強化が必要と考える。 

・ 特定技能外国人へのサポートについては、職員間での声かけや、業務変更の説明等、

一定の支援は行えたが、言語や理解度の違いによる伝達不足や間違った理解があり、

支援方法が課題として残った。本人たちと会話を重ね、理解度を上げ、把握出来た

か確認し、双方の思い込みで業務にあたらないよう努めたい。 

〔３ 階〕 

・ ご入居者の色々な訴えに対して、職員側の対応の違いが大きく、全体的に良い介護

に繋がらない事の方が多かった。上手く対応出来ている人、そうでない人との差が

大きく、その差を無くしていけるよう取り組んではいるが、改善が難しかった。 

他者の良いケアを共有するような視点をもち、それぞれが自分で気付いて行動出来

るよう、話し合いを続ける事が今後の課題である。 

・ 感染時の対応として、特に ADLの低下がみられるご入居者についての話し合いをも

っと多く取り入れる必要があった。 

・ 特定技能外国人が夜勤を行う機会が多くなっている。夜勤帯での救急時等、対応が

困難な場面もあり、今後の課題である。 

 

２．介護計画・相談援助 

・ 深くアセスメントを行うことで、個人に必要なものを見いだし、一人ひとりに合わ

せたプラン作成が出来た。 

・ 身体機能向上のプランを検討するが、個人の意向にそぐわない場合も多々あり、負

担が大きくならないプランを提案することで、向上は難しくても維持出来るように

努めた。 

・ サービス目標を多職種にもわかりやすく回覧し、次のモニタリングに向けて意見交

換が出来るようにした。 
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・ ショートステイご利用の方が引き続き安心して施設で過ごせるよう、在宅生活に合

わせたプランを作り、職員間でケアの統一が図れた。 

・ 今年度 18名の退所者となり、これまでで 1番多い退所者数となった。2月にショー

トステイ 4床を特別養護老人ホームに転換したことも含め、多くの入れ替わりがあ

り、受け入れ等に苦慮する部分があった。 

・ 18名の退所者の内、8名が施設での看取りとなった。一時期に複数の看取り対応の

方がいる時もあったが、職員それぞれが出来ることを心を込めてケア出来た。 

また、今年度のターミナルケアをテーマとする施設内研修で、葬儀社によるエンゼ

ルケアの講義を聞いたことにより、実際の処置の際に活かされたとの意見があった。 

・ 困難ケースとして受け入れた方のご家族の迷惑行為により、警察への通報・被害届

の提出となる事があった。受け入れ時の判断は難しいが、このような事案が発生し

た場合の対応も今後の課題である。 

 

３．行事・レクリエーション    

   ４月 お花見  華道クラブ  シネマ会 

  おやつ調理（パフェ）  喫茶  音楽療法 

５月 和みの会（動物園動画） お茶会  音楽療法 

バイキング（選択メニュー）  おやつ調理（あじさい練きり） 

   ６月 華道クラブ  和みの会（カラオケ）  音楽療法 

喫茶  おやつ調理（アメリカンドッグ風） 

   ７月 七夕  デザートバイキング  音楽療法 

      不在者投票（参議院議員） 

   ８月 夏祭り（インドネシアの踊り）  華道クラブ  音楽療法 

  おやつ調理（甘酒シャーベット） 

９月 敬老会（三線・真っ赤な太陽ダンス） 

   シネマ会（昭和の歌謡曲）  音楽療法 

  １０月 シネマ会（昭和の歌謡曲）  おやつ調理（はし巻き） 

      華道クラブ  喫茶  音楽療法 

      運動会（ペットボトルボーリング・風船渡し・玉入れ） 

      不在者投票（神戸市長） 

  １１月 30周年お祝い食事会（ハンバーグ・エビフライ・ケーキ・フルーツ他） 

  和みの会（クリスマス壁画作り） 

      にぎり寿司バイキング  おやつ調理（さつまいもお焼き） 

  １２月 音楽療法  華道クラブ 

シネマ会（昭和の歌謡曲）  おやつ調理（クリームタルト） 

   １月 新年会（おみくじ・スライドショー・よさこい他） たこ焼きパーティー 

      和みの会（すごろく大会）  おやつ調理（おはぎ） 

   ２月 節分  音楽療法  にぎり寿司バイキング 

      シネマ会(昭和の歌謡曲)  おやつ調理（蒸しパンケーキ） 
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   ３月 ひなまつり  おやつ調理（３色おはぎ） 

      シネマ会  音楽療法  お花見 

  誕生日 ご入居者ごとに担当者が企画 

 

４．職員の技術・資質の向上について 

  ・年２回介護職員としての自己評価を実施し、個々を見直す機会とした。 

・部署内で計画的に研修を行い、知識向上に努めた。 

４月 感染予防 

５月 倫理／基本理念・個人情報保護及び守秘義務について 

６月 高齢者虐待／身体拘束 

７月 事故対策 

８月 ケアプラン／感染予防・感染症業務継続計画について 

９月 褥瘡予防 

１０月 事故対策 

１１月 認知症について 

１２月 ターミナルケアについて 

２月 認知症 

 ３月 災害時の対応・消防設備 

    災害時の業務継続計画に係る訓練／非常災害対策に係る訓練 
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【サテライト特養 ももやまだい】 

 

＜介護職員＞ 

１．基本方針 

  Ａ（やまもも）ユニット 

・ ご入居者一人ひとりの性格や日頃のコミュニケーションの中からその方に合った

援助を提供できるよう考え、実施できていたのではと思う。夜勤業務が多い職員

や日勤帯での勤務が続く職員など、職員同士で見えない時間帯のご入居者の様子

なども細かく報告や相談を行う中で、対応困難な出来事や異変時などに解決に向

けての情報を得る事に繋がっていた。 

・ 職員の配置や業務を見直し、フロアに職員 1人体制の時間が以前より少なくなった

が、食事・水分介助のご入居者が増えている事や、職員の多い午前中は入浴業務、

午後からは職員の休憩の確保ということから、自由に動ける職員がフロアから離れ

て何かを行うという事が難しく、ご入居者の為の自由なレクリエーションの時間が

取れていないことは今後も課題である。 

・ 少人数制のユニットとして今後も一人ひとりに合わせた生活の提供を一番の目標

にしていきたいと考える。2 階の 2 ユニットが、今後も互いに協力しあいながらよ

りよい生活の提供を目指していきたい。 

 Ｂ（つつじ）ユニット 

・ ご入居者の高齢化、重度化が進む中で対応する職員のメンバーが変わらない事（職

員の入れ替わりがない事）は情報を共有し統一したケアを行う上でメリットであ

ったと考える。8月から特定技能外国人が入職し、介護技術や業務について教える

機会が多々あり、教える側の職員それぞれが自分自身の介護について見直す良い

機会になった。 

外部の研修や勉強会等に参加することが難しく、また新しい事に取り組む事もで

きなかった事は反省点である。 

・ ご家族とは、面会時に担当職員が中心となり近況報告をする時間を持っている。ま

た、面会の少ないご家族に関しては、メールにて随時報告するようにしている。日々

の細かな様子を都度報告する事でご入居者の状態を理解していただき、提供してい

るケアに関しても納得していただけている。 

Ｃ（さくら）ユニット     

・ ご入居者の変化を察知することが職員により偏りがあり、常に適切なケアを提供で

きているとは言い難いが、職員が互いにカバーしあうことで一定のケアが提供出来

ている。ヒヤリハット報告の件数が極端に少ない月もあり、危険認識の共有化に活

かされておらず、今後の課題である。 

・ 職員間のコミュニケーションは概ね取れていると思われるが、十分ではなくケアの

修正・注意喚起が常に出来ているとは言い難い。また、施設内研修への参加率は低

く、研修資料を回覧してはいるものの有効なものになっているか、今後確認が必要

である。 
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２．介護計画・相談援助 

・ コロナ禍以降、ご家族参加のカンファレンスを実施する機会が持てず、ケアプラン

の内容について話し合うことができていないが、プラン作成前に希望や意向を伺う

ようにし、プランに反映している。 

作成後にお会いできる機会があった際は、プランの内容について説明する時間を持

つようにしている。 

・ プランの内容については、一人ひとりの生活に沿ったプラン作りに努めている。身

体状況の変化があった場合にはモニタリングを行い、必要時には新しいプラン作り

を行っている。 

・ 今年度 10 名の退所があり、内 6 名が施設での看取りとなった。特に 100 歳を超え

た長寿の 2名の方についてはご家族と連絡を密にし、共に見送ることができた。 

・ サテライトの入居希望者を確保することができず、空床が続いてしまっている。従

来型への申し込みが主となっているが、サテライトへの希望が聞かれた方には速や

かに対応できるよう努めたい。 

 

３．行事・レクリエーション 

   ４月 お花見  カレーパーティー 

   ６月 デザートパーティー  呼吸法（２回） 

   ７月 七夕（短冊・七夕ゼリー作り） 呼吸法 

      不在者投票（参議院議員） 

   ８月 夏祭り（焼肉・素麺・たこ焼き・アイス 等） 呼吸法 

      外食（イオン ホリーズカフェ） 

９月 敬老会（ご長寿表彰・松花堂弁当 ケーキバイキング） 呼吸法 

  １０月 たこ焼きパーティー  呼吸法（２回） 

      不在者投票（神戸市長） 

  １１月 調理（パフェ） 買物外出（ダイソー） 呼吸法（２回） 

  １２月 クリスマス会  呼吸法   

 １月 お正月の運試し（おみくじ）  調理（カレー） 呼吸法（２回） 

    30周年食事会「くやすけ」「あいーと」お弁当・ミャンマーのお料理 

 ２月 節分  呼吸法（２回） 

 ３月 ひなまつり（おやつ調理）  呼吸法  お花見 

誕生日 月ごとにお祝い 

  

４．職員の技術・資質の向上について 

・年に２回自己評価を継続して行い、評価を基に各々見つめ直す機会を持った。 

・計画的に研修を行い知識の向上に努めた。 

     

５月 倫理／基本理念・個人情報及び守秘義務／褥瘡予防 

    ６月 事故予防 
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    ７月 身体拘束／高齢者虐待防止 

    ８月 認知症 

９月 口腔ケア 

   １０月 ターミナルケア 

   １１月 自然災害発生時における業務継続計画の確認／訓練 

褥瘡予防 

    １月 感染症 

    ２月 事故予防 

    ３月 ケアプラン／災害時の対応・消防設備 

   

５．地域との交流・その他 

  ・運営推進会議を偶数月に開催。 

  ・学校行事等地域行事への参加は出来なかったが、近隣のお店に買い物や外食に行 

くなど、少しだけではあるが実施することができた。 
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【医 務 室】 

 

１． 健康管理 

・嘱託医往診 本体・サテ（1回／週） ＜佐々木クリニック＞ 

・歯科往診  本体・サテ（1回／週） ＜かもめ歯科＞ 

・皮膚科往診 本体・サテ（1回／月） ＜うさみクリニック＞ 

・体重測定  本体・サテ（1回／月） 

・血圧測定  本体（1回／週 降圧剤服用者 2回／週） 

サテ・ショート利用者（入浴前 2回／週） 

・健康診断  入居者 10月  職員 10月・3月 

・予防接種  インフルエンザ予防接種  

11月（本体入居者 51名 サテ入居者 23名 職員 81名） 

コロナウイルスワクチン接種   

12月 （本体入居者 1名 サテ入居者 11名） 

  ・検温    本体・サテ・ショート（1回／日） 

       全職員出勤前検温実施（感染症発生時は 2回） 

 

２． 入院・救急搬送 

             入院件数           救急搬送件数 

本体特養            29（前年比 - 4）        10（前年比 + 1） 

ショート             0（前年比 - 2）           0（前年比 - 2） 

   サテライト特養       11（前年比 - 4）           1（前年比 - 6） 

      

３． ターミナルケア・医療処置 他 

・本体特養退所者          18名（看取り 8名）（入院中 9 名）（他施設 1名） 

 サテライト特養退所者      10名（看取り 6名）（入院中 4 名） 

・在宅酸素導入者      本体 15名・サテ 5名 

・バルンカテーテル     本体  7名・サテ 5名 

・人工肛門造設者      サテ  1名 

・褥瘡処置         本体  6名（前年比±0）・サテ 2名（前年比-1） 

                              [人数は年間の実人数] 

 

４． 感染症 

   本体入所者  ・コロナウイルス感染症発生（計 14名） 

9月(1名)・11月(6名)・2月～3月(7名) 

                  ・インフルエンザ B型 2月(1名) 

   

熱発者へのコロナ抗原検査、インフルエンザ簡易検査施行。 

   感染対策に必要な物品の補充・管理を行った。 
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５．研 修 

   10月  施設内研修 「褥瘡と感染症」実施 

     ※協力医療機関：神戸掖済会病院とのカンファレンスを毎月実施。 

 

６．業務について 

  引き続き既往歴、現病歴を一覧表にし、緊急搬送時に役立てた。 

 

７．機能訓練 

・毎月担当職員がリハビリ内容について評価し、継続・変更の見直しを行った。 

・半年ごとに総合評価を行った。 

 

８．褥 瘡 

  ・褥瘡計画について、毎月評価を行った。 

  ・皮膚科往診を利用し褥瘡予防に努めた。 

 

９．その他 

  ・介護計画立案に際し、医療・看護における助言を行った。 

  ・受診時は、嘱託医へ診療情報提供書を依頼、連携をとり受診が円滑に進むよう努め

た。 

    ・特定技能外国人が夜勤業務に従事する事が増加している。話すスピードをゆっくり

にし、一度に多くの内容を伝達せず、また難しい言葉を使用せずに申し送りを行い、

会話の内容が伝わっているかの確認も行った。現在、円滑に夜勤業務を行えている

と思われるため継続していく。 

  ・介護スタッフ等、他職種と連携し、ご入居者の体調不良を早期発見、治療に繋げる

ことができた。 

  ・良質な医療や看護を提供するために、適宜、医師・看護師・介護職員と話し合い、

内服薬の調整や治療を行い、ご入居者の健康管理に努める事ができた。 
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【管理栄養士】 

 

１．風邪等による体調不良や食欲低下等の情報を多職種と共有し、ご利用者の状態に応 

じた食事を各事業所においてその都度提供することができた。 

 

２．感染症を発症又は疑いのあるご利用者は、感染拡大防止のため隔離し、食事は全て 

使い捨ての食器にて提供し、居室配膳で対応をした。MRSA 感染防止のために個人 

専用の食器を用意し対応した。 

 

３．ご利用者やご家族の要望を伺ったうえで、個々の状態に合わせた栄養ケア計画を本

体特養、サテライト特養、グループホーム、デイサービスで作成し、計画に基づい

たサービスの提供を行うことができた。 

また、グループホームでは栄養管理体制加算書類を毎月作成し、職員に対してご利

用者の栄養や食事に関する助言や指導を行うことができた。 

 

４．食中毒や新型コロナウイルス等の情報があれば必ず厨房職員に伝え、衛生管理に対 

する意識を常に持ってもらい、安全な食事の提供を行えるよう注意喚起した。又、 

委託会社にも月 1回厨房の全職員を対象に講習や書面の回覧を行ってもらっている。 

施設内や厨房内でコロナ陽性者が出た際には、エレベーターやダムウェーターにて 

無人での配達・休憩時間の完全分離・フロアへの配達中止など感染対応を行った。 

 

５．感染症や災害、新型コロナウイルス等が発生した際に迅速に対応できるよう、改め 

  て非常食や使い捨て食器の在庫確認を行った。 

 

６．2 ヶ月に 1 回、給食会議を開催して各部署からの意見や報告を聞き、その議事録を厨 

房の全職員に確認してもらい、委託会社と共に改善策を考えていきながらより良い 

食事の提供を行った。 

 

７．行事食などの季節感が感じられる食事をできるだけ毎月取り入れて献立を作成した。 

  握り寿司バイキングでは軟飯食の方でも見栄えが良くなるよう、軟飯握りを使用し 

て楽しんで頂いた。 

本体特養では定期的に喫茶・バイキングを行った他、毎月少人数でのおやつレクを 

行うことで普段とは違う雰囲気を楽しんで頂くことができた。 

サテライト特養とグループホームでは行事に合った敷紙やピックを使用して季節感

を感じて頂いたり、ご利用者に希望を伺って、おやつや夕食の一品を一緒に作る企

画を行い手作りの物を楽しんで頂いたりと、食事・おやつ共に普段とは違う雰囲気

の企画を行うことができた。 
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《本体特養》               《サテライト特養・グループホーム》 

4 月 
喫茶 

パフェ調理 

5 月 
選択メニュー 

紫陽花練切調理 

6 月 
喫茶 

アメリカンドッグ調理 

7 月 デザートバイキング 

8 月 
夏祭り 

甘酒シャーベット調理 

9 月 敬老会 

10 月 
喫茶 

はし巻き調理 

11 月 

創立 30 周年食事会 

さつま芋お焼き調理 

握り寿司バイキング 

12 月 ｻﾝﾀ・ﾄﾅｶｲｸﾘｰﾑ調理 

1 月 
新年会 

おはぎ調理 

2 月 
握り寿司バイキング 

蒸しパンケーキ調理 

3 月 三色おはぎ調理 

・7・9 月は感染予防の為、おやつ調理 

中止。 

・12 月クリスマス会は感染予防の為 

中止し、新年会に変更。 

・3 月喫茶は感染対応の為、次年度 4 月 

に持ち越し。 

 

4 月 

カレーパーティー(サテ) 

卵としめじのｵｲﾊﾞﾀ炒め調理(GH) 

クレープ調理(GH) 

5 月 
母の日(サテ) 

ポテトサラダ調理(GH) 

6 月 
レモンケーキ＆アイス(サテ) 

茄子のチーズ焼き調理(GH) 

7 月 

七夕 七夕ゼリー(サテ) 

七夕 星型スナック調理(GH) 

胡瓜のたたき調理(GH) 

8 月 
夏祭り(サテ)(GH) 

かき氷調理(GH) 

9 月 
敬老会(サテ)(GH) 

炊き込みご飯調理(GH) 

10 月 
たこ焼き調理(サテ) 

お好み焼き調理(GH) 

11 月 

握り寿司バイキング 

パフェ調理(サテ) 

ポテトチップス調理(GH) 

12 月 
クリスマス(サテ)(GH) 

30 周年記念行事(GH) 

1 月 

カレーライス調理(サテ A・B) 

30 周年記念行事(サテ) 

新年会(GH) 

おはぎ調理(GH) 

2 月 

握り寿司バイキング 

節分 鬼まんじゅう(サテ) 

節分 鬼のﾌﾟﾁｼｭｰｸﾘｰﾑ調理(GH) 

3 月 
ひな祭り 桃ﾌﾙｰﾁｪ調理(サテ) 

ひな祭り 桜餅調理(GH) 
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８．食事に関するヒヤリハットや事故報告書が出た際には、まずは栄養士へ回覧しても 

らい、対策を考えた。厨房責任者にも対策を考えてもらい、厨房全職員にも確認し 

てもらうことにより再発生を防ぐよう意識してもらった。 

 

９．本体特養の食事は普段なら厨房で盛り付けを行っているが、カレーやシチュー等の 

メニューの際、少しでも温かいものを提供できるよう 2 階で職員が盛り付けをして 

提供した。サテライト特養とグループホームでは厨房から食事が配達された後に、 

衛生管理を徹底したうえで職員が再加熱を行い温かい物を提供した。 

 

10．季節感・行事を楽しんで頂けるよう、元旦には敷紙や祝箸、ひなまつり・七夕・ク 

リスマスなどのイベントの際には敷紙や行事カードや箸袋を食事と共に提供した。 

 

11．3 月に嗜好調査を行い、ご利用者の意見や職員から見た意見を取りまとめ回覧した。 

   調査で出た意見は来年度の献立作成に反映させ、給食内容の向上を図る。 

 

12．栄養士会の研修や集団指導等へ積極的に参加し、技術・知識の向上を図った。 

   また、改めて加算取得要件を確認し、計画書等の見直しを行った。 

 

 13. 創立 30 周年のイベントとして各部署の食事係・行事係と相談し、それぞれの部署で 

違った雰囲気の食事会を開催する事ができた。 
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【桃山台ホームデイサービスセンター】 

 

１．基本方針 

・ご利用者が自分らしく可能な限り自立した日常生活を送れるよう、自立支援の視点

を持ち、意欲を引き出せるように支援した。日常生活動作においては、ご利用者の

ペースに合わせ、先回りした介助にならないように見守り、出来ることはご自身で

してもらえるように心掛けたが、出来ることまで介助してしまうことがあったため、

引き続き意識して対応していきたい。 

・ご利用者・ご家族の精神的または身体的な負担を軽減できるよう、自宅での様子を

聞き取り、困り事や不安等について傾聴に努めた。ご利用者からは、「デイサービス

が一番好き」「来るのが楽しみ」「もっとデイの日を増やしてほしい」等の言葉を多

く頂くことができた。 

 

２．具体的内容 

  ・送迎時には気持ちの良い挨拶を心がけ、ご利用者・ご家族から自宅での様子や変化

を把握した。ご利用者だけでなく、ご家族とのコミュニケーションも大切にし、話

しやすい雰囲気を作り、信頼関係の構築に努めた。会話の中で細かな情報を話して

もらえることにより、ご利用者の変化に合わせた支援をすることができた。ご家族

からは、「助かります」「安心して利用できます」という言葉を多く頂いた。 

  ・ご利用者の状況や変化については、職員間で情報を共有した。気になることがあれ

ば、ご家族や関係者に状況を確認し、目で見て耳で聴いて細かな変化にも対応でき

るように心掛けた。ご利用者の使用されている福祉用具（車椅子・シルバーカー等）

に不具合等があれば、ケアマネジャーや関係機関に連絡し、改善を図った。 

・入浴・排泄・食事等の日常生活動作については、出来ることはご自身でしていただ

くよう、職員都合にならないよう心掛けた。入浴では洗髪・洗身の一部、髪の毛を

拭く等を、着脱では無理なく衣類の脱ぎ着等を、排泄ではズボンの上げ下ろし等を

ご自身でしていただいた。ご自身での食事が難しい方にも、箸やスプーンを持って

もらい過剰介護にならないよう、見守りや声かけを行った。 

  ・機能訓練においては体力・筋力の維持に重点を置き、その日の状態に応じ、ご利用

者が指導員と相談しながら無理なくトレーニングを実施できるように努めた。集団

体操では、個々の職員が上下肢運動だけでなく、デュアルタスク運動等も積極的に

取り入れ、認知機能の低下予防にもつながる運動の実施にも努めた。 

  ・感染症対策も継続し、感染予防・蔓延防止に努めた。 

 

３．主な行事 

4月 01日(火)～11日(金)   写真撮影、お花見弁当 

    8月 05日(月)～09日(金)    夏祭り 

   9月 10日(火)～13日(金)   敬老会 

 10月 15日(火)～18日(金)   運動会 
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 12月 16日(月)～20日(金)   クリスマス会 

   1月 14日(火)～17日(金)   新年会 

 

４．職員の技術及び資質の向上について 

定期的に研修を実施し、職員の知識・技術の向上に努めた。 

施設内(法人全体)研修については、事業所内で復講研修(＊)を行い周知した。 

   5月 送迎時の事故防止 

＊災害情報共有システム活用防災訓練・台風想定 

   6月 事故事例・再発防止 

      ＊防災・消防訓練  ＊口腔ケア 

   7月 ハラスメント 

   8月 緊急時、非常時（災害時）対応 

       ＊ハラスメント（一般職員向け） 

       9月 身体拘束・高齢者虐待 

  10月 入浴/自然災害の業務継続計画に係る研修・訓練(BCP) 

          ＊褥瘡・感染症/感染症の業務継続計画に係る研修・訓練 

  11月 感染症予防・食中毒・健康管理 

     ＊ストレスケア・腰痛予防  ＊自然災害発生時における研修・訓練 

  12月 感染症発生時の業務継続計画に係る研修・訓練(BCP) 

          ＊ターミナルケア 

   1月 感染症・食中毒における研修・訓練 

   2月 認知症・プライバシー保護 

 3月 身体拘束・高齢者虐待 
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【グループホーム桃山台】 

 

１．基本理念 

  ・個々にあった家事のお手伝いをしてもらうことで家庭的な雰囲気を感じてもらえる

ように支援出来た。「その人らしく」を大切に、個々のペースを守りながら気持ちを

理解し寄り添い笑顔で安心した日々が送れるよう支援した。 

  ・ご家族にもカンファレンスに参加して頂くことで、ご家族の希望や想いを汲み取り、

又、栄養士や担当職員以外の職員がカンファレンスに参加することで多様な視点で

意見交換ができ「チームケア」として「本人本位」のケアプランの作成に繋げるこ

とが出来た。 

  ・ご入居者に対し尊敬の念を忘れることなく、「グループホーム」の在り方、個々の認

知症の症状を理解し、傾聴し寄り添える対応を心掛けてきたが、全職員が専門職と

しての意識を常に持ち対応にあたる所までは至っていない。職員同士で声を掛け合

い個々で意識を変えていく必要があると感じている。 

ご入居者主体の統一したケアについては、個々の症状の変化に合わせ職員同士でケ

アの対応を話し合い、統一したよりよいケアが出来るように努めた。 

   

２．処遇方針 

  ・リビングの環境作りを工夫し、気の合う者同士が気兼ねなく談笑出来る空間作りを

心掛け、談笑の場を作ることで楽しく心穏やかな時間が過ごせるよう支援した。 

  ・「自分のことは自分で」行ってもらうことで自信を持ち充実した日々を送ってもらえ

るよう支援した。個々にあった出来るお手伝いを提供し、毎日同じお手伝いをする

ことで日課となり役割を持つことで充実した日々が送れるように支援した。 

  ・個々の生活リズムを守りながら、その方に合った余暇活動が出来るよう準備してお

き「その時にしたい事」を行うことで不安感を和らげるよう支援した。 

今年度より華道の先生に来て頂き、昔していた習い事をすることや、ご入居者の好

むテレビ番組を録画しておき、いつでも皆で鑑賞できるようにしておくことで楽し

い時間を過ごしてもらえるよう支援した。 

  ・毎月リビングに四季に合わせた壁画を飾ることで、施設内でも季節を感じてもらう

ことが出来た。短時間でも出来るだけ毎日散歩に行くようにし、季節感を感じても

らえるように支援した。 

  ・コープやイオン外出、又は毎日の散歩で気分転換を図ってもらえた。道中、ご入居

者の想いや希望を聞きだせる会話を心掛け信頼関係を築くようにも努めた。 

  ・ご入居者と職員で調理をすることで調理ならではの会話も弾み、懐かしさや作る楽

しみを思い出してもらえ、食を楽しむ機会をつくることが出来た。 

  ・主治医には施設での様子を細かく伝え、体調や認知症状の情報を共有し連携を図っ

た。少しでも体調の変化がみられた場合は、主治医やご家族に連絡し早めに受診・

往診を依頼することで健康管理に努めた。 

  ・職員会議内でご入居者の認知症状やＡＤＬの変化等を話し合い、より良いケアが出
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来るよう心掛けた。ケアプランに沿ったサービス内容は統一して出来ているが、認

知症状や心理面での対応について統一することが引き続きの課題である。 

  ・職員の観察力、コミュニケーション力の向上を目指し「自分史ノート」を記入する

ようにしているが、毎日の記入の徹底が出来ず、「１対１」でゆっくり話す時間を意

識的に作ることも出来なかった。 

  ・ご入居者の様子は面会時やメールや電話で連絡を入れるようにし、ご家族との信頼

関係が築けるように努めた。 

グループホーム内季刊紙（ピーチメール）を発行し、普段の施設での様子をご家族

へお伝えした。 

  

３．地域との交流・連携 

  ・ボランティアによるお茶会、華道、コープ・イオンへの買い物、近隣地域へ散歩に

行くことで交流が図れた。（地域行事のふれあいの集いは天候不良の為参加出来ず） 

・運営推進会議は隔月に開催。活動報告やご入居者の様子等を報告し、地域の方の考

えや意見を聞くことが出来た。（6回／年） 

 

４．職員の技術及び資質の向上について  

５月 緊急時の対応について   

６月 プライバシー保護の取り組みについて 

７月 認知症及び認知症ケアについて  

８月 事故防止 再発防止について  

９月 高齢者虐待 身体拘束 

１０月 ハラスメントについて 

１１月 災害の対応について 

   （業務継続計画に係わる研修及び訓練/非常災害に係わる訓練） 

１２月 倫理 法令遵守 

１月 感染症・食中毒について 

   （予防及びまん延の防止/業務継続計画の研修・訓練） 

３月 事故防止対策 

  ・職員会議内で認知症や法定研修を行い、職員の知識、技術の向上に努める共に、 

   「不適切ケア」についても話し合うことで自身の行動を振る返ることが出来た。

しかし職員間で指摘し合えるまでは至らず今後の課題である。 

 

５．主な行事 

   ４月 お花見       ５月 外食(ゆず庵)     ６月 外食(ゆず庵) 

 ７月 七夕        ８月 夏祭り        ９月 敬老会 

１０月 外食(ゆず庵)   １１月 食事会       １２月 クリスマス会 

１月 新年会 初詣    ２月 節分         ３月 ひな祭り 
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【桃山台居宅介護支援事業所】 

 

１．基本方針 

  ・可能な限り居宅においてその有する能力に応じて日常生活を送ることができるよう

に、ご家族の支援も含め総合的に支援を行った。 

  ・事業所内や他機関と情報の共有と連携を行い、よりよい支援が行えるように努め、

資質の向上にも努めた。災害や感染症発生時においても迅速に対応できるように備

えている。 

  ・認定調査を行う際には、公平かつ厳正に行い守秘義務を厳守した。 

 

２．具体的内容 

・感染予防対策を徹底したうえで、毎月ご自宅を訪問し、ご利用者やご家族との面談

を行い、アセスメント・モニタリングを行った。その都度、問題を把握し解決すべ

き課題を抽出し、自立支援の視点をもって支援した。アセスメント・モニタリング

を充実させ具体的に記入するようにした。 

職員自身の感染予防・健康管理も継続して行っている。 

・ご利用者やご家族の意向を踏まえて居宅サービス計画を作成した。具体的な目標設 

定を心掛けた。 

   ３社見積りや数ヶ所体験利用を行う等、複数のサービスや事業所を案内し、ご利用

者が選択できるよう対応した。半年間に作成したケアプランの各サービス(4種)の利

用割合も更新し、提示している。 

・担当者会議を行う際は必ず主治医に意見を求め、必要に応じ電話や面談、往診時に

同席する等で連携を図った。各サービス事業所から利用状況の確認を行い、情報共

有・連携を行った。 

・入院時は医療機関に必要な情報を FAXや電話にて提供し連携している。 

退院前カンファレンスに参加、老健からの退所時には退所前カンファレンスに参加

し、情報共有・連携し、退院・退所後スムーズに在宅生活が送れるように調整した。

調剤薬局とも連携・調整を行った。 

・毎朝と毎月のミーティングに加え、随時各ケースの具体的な報告・情報共有を行う

ことができている。そのため担当者不在時でもスムーズに対応することができてい

る。 

・新規ケースを極力受けるように努めた。対応困難なケースについては、事業所内で

連携して対応した。 

消費者被害防止の啓発をし、消費者被害にあったケースはあんしんすこやかセンタ

ーに情報提供した。虐待・身体拘束には気付ける視点をもって対応している。虐待

ケースはあんしんすこやかセンターと情報共有しながら、離れる時間を増やす等、

養護者が介護負担を軽減できるよう働きかけた。 

・金銭管理が困難なご利用者に対しては、安心サポートセンターや後見人と連携して

対応することができている。行政書士と連携し任意後見制度の利用手続きを進めた
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ケースもあった。区生活支援課等必要な関係機関との連携を図ることもできている。 

・災害時の対応として緊急連絡先や対応優先順等をまとめた一覧表を作成しているが、

今後改良を検討している。災害及び感染症の業務改善計画の確認を行い、日頃から

備えられるようにしている。 

・必要時は、地域の自治会長や民生委員等に相談･協力依頼し、地域の関係機関とも連

携している。個別ケースに関して、自治会長・近隣住民と情報共有し対応策を検討・

共有して対応している。地域ケア会議に参加し、地域の関係機関とも情報交換する

ことができた。 

  ・地域行事等については、必要な方に案内しており、介護リフレッシュ教室の案内も

随時行っている。 

   

３．取扱件数 

  ・３月末のケアプラン件数 

   介護 76件、予防 31件、総合事業 16件（従来型 2件、簡易型 14 件） 

  ・７年度(R7年 4月～R8年 3月末)のケアプラン平均件数 

   介護 72件、予防 29件、総合事業 17件（従来型 3件、簡易型 14 件） 

   短期間で終了する件数も多く、件数としては大幅な増加には至らなかったが、担当

目標件数を達成できるように努めた。 

 

４．資質の向上 

   研修に参加し、事業所内での復講も行い、知識・スキルの向上に努めた。 

  ・外部研修 

   5～7月 主任介護支援専門員更新研修Ａコース（主催：兵庫県介護支援専門員協会） 

   7～9月 主任介護支援専門員研修１コース  （主催：兵庫県介護支援専門員協会） 

      9月 ケアマネジャーのカスタマーハラスメント対策 

                     （主催：神戸市シルバーサービス事業者連絡会） 

      9月 神戸市自立支援型ケアマネジメント研修 

〈BCP机上訓練～災害時でも自立支援〉（主催：神戸市ケアマネジャー連絡会） 

   10～1月 介護支援専門員更新研修        （主催：兵庫県介護支援専門員協会） 

    11月  居宅介護支援事業所のための BCP×感染症対策セミナー(オンライン研修) 

      2月 事例で学ぶ高齢者虐待防止の実践と解説セミナー(オンライン研修) 

・事業所内研修 

8月 法令遵守・倫理     9月 ハラスメント 

10月 自然災害発生時における業務改善計画について 机上訓練 

11月 感染症・感染症業務継続計画について 机上訓練 

2月  認知症         3月 高齢者虐待 

  

５．認定調査  

・認定調査については、公正・的確に行うよう努めた。 
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【桃山台あんしんすこやかセンター（地域包括支援センター）】 

 

１ 総合相談支援業務について 

   地域の高齢者が住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続していくために、

高齢者や家族、地域住民からの相談を受け、どのような支援が必要かを把握し、適

切なサービス、機関または制度の利用に繋げた。高齢者だけでなく家族にも視点を

向け、課題に対しても支援を行い、遠方、また就労している家族については、電話

だけではなく LINE 等を利用して家族支援を行った。 

相談受付票から相談件数等のデータ収集を行った。整形疾患、廃用症候群が多くみ

られ、リハビリサービスに繋ぐ支援が多くなっている。 

 

２ 権利擁護業務について 

地域の集いの場で高齢者虐待の相談窓口であることを周知した。センターには守秘 

義務があることを伝え、疑いを含めて連絡をもらうように説明。相談があったケー 

スについては、センター内で虐待の有無を検討し、区に報告した。 

虐待となったケースについては担当者と連携をして対応にあたった。 

また、地域の集いの場や行事の際にパンフレットを配布し、啓発を行った。 

成年後見制度については、必要性を感じたケースについては勧奨し利用につなげる

ことが出来た。 

消費者被害情報については地域の集いの場での広報と、圏域内で起ったケースにつ 

いては、民生委員にも広報を配布し注意喚起を呼び掛けた。 

 

３ 包括的・継続的ケアマネジメント業務について 

区内のセンターと協働で、居宅介護支援事業所の名簿の更新を行った。また、業務

継続計画（BCP）・要援護者リストに関するアンケートを実施し、結果をフィードバ 

ックした。 

圏域全体の地域ケア会議を７月に開催し、地域関係者や多職種で認知症高齢者の事

例を用い検討した。役割や支援の方法など活発な意見交換を行った。 

他のセンターと共同で１０月に介護支援専門員対象に研修会を開催した。 

介護支援専門員からの相談があれば、共に考え、側面的支援を行った。 

 

４ 介護予防ケアマネジメント業務について 

本人の生活環境・健康状態・生活機能低下リスク等を考慮した包括的なアセスメン

トを行った。自身でできることを活かし介護予防に取り組み、自立した日常生活を

営むことができるよう支援を行った。 

フレイル予防について、圏域内の昼食会や、集いの場等で広報を行い、フレイル改 

善通所サービスについても広報を行った。自身の健康について考える機会を作り、

フレイル予防への関心を促す事ができた。 
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５ 地域支え合い活動推進事業について 

高齢者が住み慣れた地域で住民同士の見守り・支え合いができるよう、高齢化の進

む地域を中心にコミュニティ作りの支援を行っている。 

友愛ボランティアの連絡会に参加し、見守り対象者の情報共有を行っている。 

必要時には早期に社会資源等に繋げている。 

地域住民と協働して「見守り活動」から「支え合い活動」へ発展させ、高齢者がで

きるだけ長く安心して生活できる地域づくりを引き続き目指していく。 

 

６ 認知症に関する取りくみについて 

１０月に認知症サポーター養成講座をベルデ名谷地域住民対象に開催、３２名の参

加があった。 

また、１０月、つつじが丘地域で認知症高齢者声掛け訓練を実施し、１６名の参加。 

介護リフレッシュ教室は年４回開催、アンケートによると参加者は概ね満足されて

いる。参加人数は昨年に比べ８名の増加であったが、自治会回覧等での参加は少な 

かった。引き続き、勧奨していく必要がある。 

自助グループ（介護家族の会「息抜きタイム」）の後援については、グループが解散 

したため終了となった。 

 

７ 民生委員等地域との連携について 

民児協や友愛連絡会に出席し、民生委員及び地域支援者から地域資源の情報を収集・ 

集約し地域へ還元している。 

地域の連絡会等に参加し、高齢者の情報を収集・把握しており、相談・通報に対し

ては、早期対応・早期解決に努めている。 

地域ケア会議へ参加してもらうことで地域関係者と連携しやすい関係づくりを行っ

ている。 

 

８ 医療機関との連携について 

病院（医院）・歯科・薬局等の医療機関と必要時に連携し、高齢者の心身状況に合っ

た支援を行った。 

地域ケア会議に医師や薬剤師、社協、区に参加してもらい、1 つの事例を通して、 

情報共有や関係作りをすることができた。 

 

９ その他関係機関との連携について 

障害者地域生活支援センター等のフォーマルサービスと連携を図り、６５歳移行時

の引継ぎや制度について連携を図った。 

ふれあいのまちづくり協議会や自治会には昼食会等の参加を通じて、顔の見える関

係作りを行った。 
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10 公正かつ中立な業務の運営を確保するための措置について 

適切な情報提供を行い、ご利用者及びご家族の意思を尊重し、正当な理由なく特定

のサービス種類やサービス事業者に偏りがないように努めている。 

要支援者が要介護者となり居宅介護支援事業所の選定の際には、ご利用者及びご家

族の希望により選定してもらっている。特に希望する事業所がない場合には一覧表

を提示し、選定してもらっている。 

 

11 ベルデ名谷ＬＳＡ業務について 

ご入居者が安心して自立した生活が継続できるよう支援しており、緊急時には警備

会社・住宅管理会社等と連携して対応している。 

ご入居者・ご家族等からの相談や要望には迅速・適切に対応している。また、ご入

居者有志のボランティアグループとも連携を図り、支援が必要な方の情報を収集し

ている。 


